
仏
教
は
、
亡
き
人
だ
け
で
な
く
、

こ
の
煩
悩
だ
ら
け
の
私
が
「
仏
に
な

る
教
え
（
仏
教
）
」
で
す
。
仏
に
成

る
と
い
う
の
は
、
「
正
覚
者
」
に
成

る
と
い
う
意
味
（
「
仏
陀
」
の
意
訳
）

で
す
。
正
覚
者
と
は
、
正
し
く
目
覚

め
た
者
と
言
う
こ
と
で
す
。
目
覚
め

＝
悟
り
の
た
め
に
は
、
修
行
（
何
か

の
条
件
、
ご
縁
）
が
必
要
で
す
。

普
段
、
何
も
悟
り
の
た
め
の
仏
道
修

行
の
出
来
な
い
私
た
ち
が
、
春
秋
の

ほ
ど
良
い
季
節
の
１
週
間
、
修
行
を

し
ま
し
ょ
う
！
と
言
う
の
が
、
本
来

の
お
彼
岸
で
す
。
春
秋
の
こ
の
季
節

は
、
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

言
う
よ
う
に
、
暑
さ
も
寒
さ
も
彼
岸

を
境
に
変
化
し
、
修
行
に
適
し
て
い

る
の
で
す
。
人
生
は
、
迷
い
苦
し
み

の
世
界
で
、
仏
教
で
は
此
岸
（
し
が

ん
、
こ
の
世
、
私
た
ち
の
人
生
）
と

言
い
、
さ
と
り
の
彼
岸
（
仏
さ
ま
の

世
界
）
を
目
指
し
て
生
き
て
い
く
道

と
考
え
ま
す
。

１
年
に
２
度
昼
夜
の
時
間
を
同
じ
く

す
る
と
き
に
、
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
と
い
う
ち
ょ
う
ど
い
い
季
節

の
１
週
間
に
、
日
常
生
活
を
反
省
し

て
仏
道
修
行
、
精
進
（
努
力
）
を
す

る
期
間
で
す
。
単
な
る
お
墓
参
り
だ

け
で
な
く
、
人
生
を
振
り
返
る
機
会

と
し
て
お
寺
に
お
参
り
し
て
法
要

（
法
話
会
）
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

「
お
客
様
相
談
室
」
で
は
、
去
る
一

月
十
九
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
、

新
春
法
話
会
（
第
三
回
）
を
、
練
馬

駅
前
店
舗
二
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

石
山
倶
楽
部
会
員
の
方
を
始
め
、
ご

葬
儀
や
様
々
な
御
縁
を
頂
い
た
皆
様

十
六
名
の
方
が
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

講
師
の
赤
川
浄
友
先
生
の
、
時
折
笑

い
を
取
り
入
れ
た
熱
い
法
話
に
、
参

加
者
の
皆
様
か
ら
は
、
深
い
う
な
ず

き
や
大
き
な
笑
い
声
が
出
る
な
ど
、

真
剣
な
雰
囲
気
の
中
に
も
楽
し
い
新

春
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
笑
い
あ
り
の
お

話
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
生
き
方

に
、
強
い
考
え
方
を
感
じ
ま
し
た
。
」

「
様
々
な
人
や
物
の
お
か
げ
で
生
か

さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
、
と
実
感
し
ま

し
た
。
」
他
に
も
、
「
自
分
の
中
で

の
迷
い
が
整
理
で
き
そ
う
、
笑
い
を

交
え
た
お
話
で
２
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
で
、
大
変
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て

頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
」
等
の
有

り
難
い
お
言
葉
に
、
相
談
室
ス
タ
ッ

フ
も
励
ま
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

春
彼
岸
会
法
話
会
（
第
四
回
）
を
、

三
月
十
七
日
（
月
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
ご
友
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

私
は
、
葬
儀
施
行
メ
ン
バ
ー
で
唯
一

の
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
〝
三
好
悠
子
〞

と
申
し
ま
す
。

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
発
散
も
兼
ね
、
本

を
読
む
事
を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
。

一
冊
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
を
貰
い
読

ん
だ
事
が
き
っ
か
け
で
ア
ガ
ザ
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
、
エ
ラ
リ
ー
ク
イ
ン
を
読

破
し
、
司
馬
遼
太
郎
等
の
日
本
人
作

家
に
乗
り
換
え
、
十
数
年
前
か
ら
、

宮
部
み
ゆ
き
作
品
に
魅
了
さ
れ
、
今

は
も
っ
ぱ
ら
時
代
小
説
の
中
、
江
戸

物
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
贔
屓

の
作
家
は
、
前
出
の
宮
部
み
ゆ
き
、

宇
江
佐
真
理
、
高
田
侑
、
山
本
一
力

の
先
生
方
で
す
。
近
年
は
文
庫
書
き

下
し
も
増
え
て
き
て
お
り
、
フ
ァ
ン

と
し
て
は
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
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本誌に関するお問合せは

石山葬儀社お客様相談室まで

東京都練馬区豊玉北5-17-8

創業１２７年の信頼がお応えし
ます。一家に一口、入って安心
の無料会員システムです。
石山独自の多くの加入特典が利
用できます。

～よくあるご質問～
※最近よく聞く家族葬って

どんな葬儀？

※区民葬儀について

詳しく知りたい。

※いざという時、何を準備す

ればいいの？

※全体の費用には、何と何が

含まれるの？

その他、処分にお困りの品々の

ご供養とお焚き上げも致します。

の御案内

毎週水曜日、土曜日です
午後10時～午後５時
相談は無料です

ご加入とご相談は

0120-189-199
『お客様相談室まで』

「

0120-189-199

営
業
部

三
好

悠
子

▲法話会の様子です



短
く
て
四
角
い
蝋
燭
の

「
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
10
」
キ
ュ
ー
ブ
テ
ン
と

「
天
使
の
な
み
だ
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
昨
年
末
よ
り
徐
々
に
人
気
が
高

ま
っ
て
お
り
、
落
し
て
も
四
角
い
た

め
転
が
ら
な
い
と
い
う
長
所
が
あ
り

ま
す
。
春
の
花
ロ
ー
ソ
ク
セ
ッ
ト
も

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

試
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

石
山
駅
前
店
の
二
階
に
て
、
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
講
習
会
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
お
写
真
に
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

3
月
以
降
も
講
習
会
を
予
定
し
て
お

自
宅
に
は
、
安
置
す
る
部
屋
が
無

い
…
等
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

豊
玉
安
置
所
に
三
室
の
個
室
を
準
備

致
し
ま
し
た
。

○
通
夜
日
ま
で
の
ご
安
置
と
し
て

○
火
葬
日
ま
で
の
お
預
か
り
と
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
は
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。

少
人
数
で
の
ご
法
事
に
、
ま
た
会
議

に
、
趣
味
の
会
等
で
ご
利
用
下
さ
い
。

お
申
込
み
は

「
お
客
様
相
談
室
」
ま
で

０
１
２
０
（
１
８
９
）
１
９
９

Ｑ
1彼

岸
の
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
週
間

で
し
ょ
う
。

①
1
週
間

②
2
週
間

③
3
週
間

Ｑ
2仏

教
で
は
、
悟
り
の
世
界
（
彼
岸
）

を
仏
様
の
世
界
と
し
て
い
ま
す
が
、

私
達
の
世
界
で
あ
る
苦
し
み
や
悩
み

の
世
界
を
何
と
表
す
の
で
し
ょ
う
。

①
娑
婆
世
界

②
煩
悩
界

③
此
岸
（
し
が
ん
）

Ｑ
3

私
達
人
間
の
苦
し
み
や
迷
い
は
、
煩

悩
（
あ
ら
ゆ
る
欲
望
）
が
全
て
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
煩
悩
は
、
幾
つ
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

①
一
〇
八

②
八
十
八

③
六
十
二

※
答
え
の
ヒ
ン
ト
は
、
本
彼
岸
号
掲

載
の
赤
川
浄
友
先
生
の
お
話
に
あ
り

ま
す
。

尚
、
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

五
名
様
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
左

写
真
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
官
製
は
が
き
に

「
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
」
を
書
い
て

左
記
宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
3
月
15
日
（
土
）

当
日
消
印
有
効
で
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、
５

名
の
方
を
当
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
ご
当
選
者
の
発
表
は
、
商
品
の

発
送
を
も
っ
て
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

宛
名

〒
一
七
六
ー
〇
〇
一
二

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北

五
ー
十
七
ー
八

石
山
葬
儀
社
「
お
客
様
相
談
室
」
ま

で前
号
ク
イ
ズ
の
答
え

Ｑ
1

③

Ｑ
2

③

Ｑ
3

③
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▼
編
集
後
記
▲

次
号
は
7
月
5
号
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

高
木

▲新商品、是非お試し下さい

石山倶楽部会員特典のご案内

＜無料事前相談＞

＜祭壇料金割引＞

＜枕花プレゼント＞

＜石山安置所利用割引＞

＜香典返し割引＞

＜位牌・仏壇・墓石の割引＞

＜石山倶楽部会報誌「ひだまり」のお届け＞

＜店舗商品の購入１０％割引＞

＜お葬儀の知恵袋・エンディングノート進呈＞

☆

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

講
習
会
☆

▲多目的スペースです

▲個室が三室ございます

石
山
安
置
所
の

ご

案

内

石
山
駅
前
ホ
ー
ル
の

ご

案

内

▲気に入った物が
出来たでしょうか

▲可愛い
天使のストラップです


